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プレスリリース 

シャノン、メール配信ツール
「SHANON MAIL」を無料で提供開始

〜初期費⽤・⽉額ともに無償、送信先 3,000 件まで・配信通数は無制限。 
メール配信の基本機能を無料で提供〜

株式会社シャノン（本社：東京都港区、代表取締役 CEO 兼 COO：⼭﨑 浩史、証券コード：3976、以下シ
ャノン）は、2026 年 10 ⽉より、メール配信ツール「SHANON MAIL（以降「SHANON メール」と記
載）」の提供を開始することをお知らせいたします。 

「SHANON メール」は、初期費⽤・⽉額費⽤ともに 0 円で、メール配信に必要な基本機能をご利⽤いただ
けるメール配信ツールです。登録できる送信先は 3,000 件まで、配信通数に上限はありません。期間限定の
キャンペーンではなく、無料でご利⽤いただけます。※

※本サービスは、将来的に⼀部機能を有料化、または料⾦体系を⾒直す可能性があります。変更の際は、利⽤規約に基づき 30 ⽇前ま
でにご案内します。 

■ AI 時代におけるメール配信とは？
近年、メールを届ける技術は成熟し、多くのメール配信ツールで機能⾯の差は⼩さくなっています。⼀⽅
で、料⾦は配信通数や登録アドレス数に応じて上がる仕組みが⼀般的で、これからメール配信を始めたい中
堅・中⼩企業にとっては、⽉額費⽤や従量課⾦が導⼊と継続の負担になっているのが実情です。

⽣成 AI の普及により、メールの⽂⾯づくりは専⾨の担当者でなくてもできるようになりました。⽂⾯を書
く⼿間は⼤きく下がった⼀⽅で、メールを届ける仕組みそのものはツールによる違いがほとんどないにもか
かわらず、いまも費⽤がかかり続けています。 



 
シャノンは「Marketing is Science」を企業理念に掲げ、専⾨的なマーケティングを誰もが成果を出せるも
のにする「マーケティングの再現性」の普及をミッションとしています。配信した結果を計測し、仮説と検
証を重ねて再現性のある⽅法論にしていくためには、まずメールを送ることが特別な投資ではなく、誰にと
っても当たり前の⼿段になっている必要があります。そこで、メールを送るための基本機能を無償で開放
し、メールマーケティングの⼊⼝を広げることにしました。 
 
「SHANON メール」は、シャノンのマーケティング⽀援における⼊⼝の位置づけです。ご利⽤いただいた
企業様が、送信先の増加や Web サイト上の⾏動分析、シナリオ配信といった次の段階に進む際には、累計
3,000 社の BtoB マーケティングを⽀援してきたマーケティングオートメーション（MA）ツール
「SHANON MARKETING PLATFORM」（以下シャノン MA）の有料プランへ移⾏いただけます。 
 
「SHANON メール」はシャノン MA と同じ配信基盤を⽤いており、新たな基盤を⽤意することなく提供で
きるため、無償での提供が可能になりました。お客様の成⻑段階に応じて最適なプラン・機能への導線を⽤
意することで、基本機能の無償提供を可能にしています。 
 
■ 「SHANON メール」の概要 
1. 料⾦ 
初期費⽤ 0 円、⽉額 0 円です。無料のメール配信ツールによくある配信通数は無制限、登録できる送信先は
3,000 件です。また、利⽤状況に応じて⾃動で有料プランに切り替わることはありません。 
3,000 件を超える送信先に配信したい場合は、シャノン MA の有料プランで対応が可能です。 
 
2. 主な機能 
メールの作成・配信、予約配信、問い合わせフォーム、役職や業種などの条件で送信先を絞り込むセグメン
ト配信、開封・クリックの計測、テスト送信、配信停⽌の管理、複数担当者での利⽤に対応しています。 
 
中でもメールの作成は HTML エディタを搭載しているため、専⾨知識がなくても、デザイン性に優れたマ
ーケティング効果の⾼いメールを直感的に作成可能です。さらに、当社が制作したデザインテンプレートも
⽤意しており、マーケティングでよく使われるシーンのメールはテンプレートをベースに⼿軽に作成できま
す。 
配信するメールに提供元のロゴや広告が⼊ることはなく、BtoB 企業でもブランドイメージを損なわずにご
利⽤いただけます。 
 
3.他の配信ツールからのデータの取り込み 
お使いのメール配信ツールや Excel の送信先リストは、CSV ファイルで取り込めます。登録したデータはい
つでも CSV で書き出すことができます。また、kintone や Sansan と連携することで、既存の顧客リストを
送信先として取り込むことも可能です。 
 
4. サポート 
初期設定から配信までの⼿順書と FAQ をログイン不要のサポートサイトで公開するほか、活⽤のヒントと
なるコンテンツを配信します。 
 
5. 利⽤対象 
法⼈のお客様を対象としています。BtoB のメールマーケティングでのご利⽤を想定しています。 



 
■ 今後の展望 
AI 時代のメール配信では、メールを送ること⾃体よりも、どのような⽂⾯を、どの送信先に届け、配信の
結果を次の施策にどう⽣かすかで成果に差がつくと、シャノンは考えています。シャノンは、「SHANON
メール」の配信結果をもとにこうした判断を⽀援する AI 機能の開発を進めており、「SHANON メール」を
はじめとするシャノンの製品に順次提供していく予定です。開発にあたり、⽒名やメールアドレスなどの個
⼈情報は学習に使⽤しません。AI 機能の提供時期と提供形態については、決まり次第サービスサイトでご
案内いたします。 
 
■ 提供概要 
サービス名 SHANON MAIL 
提供開始⽇ 2026 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
料⾦ 初期費⽤ 0 円・⽉額 0 円 
送信先登録数 3,000 件まで 
配信通数 無制限 
利⽤対象 法⼈ 
サポート サポートサイト（⼿順書・FAQ）およびコンテンツ配信によるセルフサポート 
申込⽅法 登録ページからオンラインで登録 

 
▼「SHANON メール」製品サイト  
https://www.shanon.co.jp/mail/ 
 
■株式会社シャノンについて 
シャノンは、クラウドテクノロジーをコアに、企業のマーケティング課題を解決する製品・ソリューショ
ン・サービスを提供しています。デジタルとアナログを組み合わせるデジアナマーケティングなどを実現
し、イベント、セミナー、マーケティングオートメーション、CMS まで提供するシャノンのマーケティン
グクラウドは、製造業、⾦融、不動産、IT サービス、商社や公共団体など業種を問わず、⼤規模から中⼩規
模まで多様なシーンでご利⽤いただいています。 
 

社名商号 株式会社シャノン（英⽂：SHANON Inc.） 
証券コード 3976（東証グロース） 
代表者 代表取締役 CEO 兼 COO ⼭﨑 浩史 
所在地 東京都港区浜松町 2-2-12 SC 浜松町ビル 1 7F 
事業内容 クラウド型マーケティングソリューションの企画・開発・販売・サポート 
 マーケティングにかかわるコンサルティングおよびサービスの提供 
URL https://www.shanon.co.jp/ 

 
■本ニュースリリースに関するお問い合わせ先 
株式会社シャノン マーケティング部  
TEL：03-6743-1565  
E-mail：s-mail.info@shanon.co.jp 
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